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1.研究背景・目的 

情報化社会が進む中、その場に適切な情報を画面上に重

畳表示するAR（Augmented Reality；拡張現実）アプリが普

及している。画像に代えて即地的に音声情報を提供するこ

とで、視覚障碍者も高機能な歩行支援音声ARナビを利用で

き、街歩きを楽しむことができる。既往研究 1）では、確実

な歩行のための「指示」から始めて、外出への抵抗緩和、外

出意欲の向上を目指して、「ことばの写生」「道草案内」など

の付加情報の拡充を行ってきた。 

本研究では、更なる実用化への発展に向け、視覚障碍者

の外出意欲増進を図る道草案内の新たな要素として「お店

情報」を追加する。また、安全面を考慮しつつ、実際の都市

を扱うことが可能なバーチャル散歩実験の手法を検討する。 

2.研究方法 

図1に研究フローを示す。研究協力者（視覚障碍者）の

自宅周辺の街のフィールド調査を行い、既往研究 2）のガイ

ドラインに基づいて、ことばの地図を作成する。並行して

バーチャル散歩実験に必要な実験環境の準備をし、バーチ

ャル散歩実験を行う。ヒアリングによって、ガイドライン

の改良を行っていく。 

3.音声案内 

3.1音声案内の全体構成 

音声案内（図2参照）は、地物記述ガイドラインに基づ

き作成され、目的地に到着するために必要な直進・屈折な

どの指示、通路情報や周辺地物情報であることばの地図、

必要な視覚情報ではないが、より充実した街歩きを実現す 

 

 

図1 研究フロー 

 

図2 音声案内の全体構成 

るために、ことばで示した道草案内の3つに大別できる。 

本研究では、新たに道草案内の一つの拡張クラスとして

お店情報を加えた音声案内を作成した。 

3. 2お店情報 

お店情報は、予め定めた目的地へ歩行する上で、必要な

情報ではないが、晴眼者と同じように沿道のお店に寄り道

したくなる可能性を与えるものである。表１にお店情報の

メッセージ構成を「ことばの地図」と対比して示す。 

お店情報では、お店名称の後に、寄り道したくなる情報

としてお店の特徴、おすすめ商品などを最初に提示する。

必要ないお店と判断した場合、メッセージスキップ機能を

利用することが可能であるためである。その後、実際に当

該店に入るために必要となる前面の通路情報、入り口情報

を提示する。 

表1 ナビメッセージの構成 

（a）お店情報        （b）ことばの地図 

ことばの地図作成

ヒアリング

ガイドラインの改良 クラウド・サービス

現地ビデオ撮影

【バーチャル散歩実験】

モデルコース作成

ガイドライン 文献調査

【フィールド調査（出町柳）】

（被験者あり） （被験者なし）

改良

屋内環境の検討

屋内実験機器
の準備

音声案内

指示

ことばの地図

はじめ・おわりの案内

直進・屈折指示

戻れ指示

地理情報

道草案内

ことばの写生

お店情報

施設情報

情報（例）

河合バシ東詰交差点

交差点

東西方向と南北方向に道路
が交差東西方向と南北方向
に横断歩道

東西方向道路幅12ｍの2車線
道路、両側幅2ｍの歩道

車道 アスファルト

歩道 レンガ

横断歩道の前後に点字ブ
ロック

タカノガワ

バス停

タカノガワ

タクシー乗場、出町柳駅７
番出口

音響信号機付き横断歩道
あり

危険物
手がかり

その他

路
面
情
報

通
路
情
報

舗
装

属性

向き

周
辺
情
報

北西

北東

南西

南東

規格

項目

地点名称

情報（例）

ケーキ専門店のケーキハウ
ス前

ケーキは手づくり、変わら
ぬ味とかわいいケーキ

イチゴのショートケーキと
誕生日ケーキ

テイクアウトのみ

東西方向に伸びている

車道 幅１２ｍの二車線道路

歩道 両側　幅２ｍ

その他 車道と歩道の間に段差

歩道の南側に面している

右側（自動ドア）

項目

入り口
説明

その他

危険物
手がかり

お店名称

前
面
通
路
情
報

向き

特徴
お
店
情
報

入
り
口
情
報

道路との
接し方

規
格

おすすめ
商品

その他
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4.フィールド調査 

フィールド調査の被験者は視覚障碍者（全盲2名）、対象

地は被験者が普段利用している京阪電鉄・出町柳駅周辺で

ある。フィールド調査は a)被験者あり、b)被験者なしの2タ

イプに分かれる。（表2） 

5.バーチャル散歩実験 

5.1 バーチャル散歩実験の検討 

既往研究における歩行実験では、学内外（屋外）に設定し

たフィールドで実験検証を行ってきた。 

本研究では、安全面の問題を回避して、多様な都市空間

を扱うことが可能なバーチャル散歩実験を行うことを検討

する。出町柳を訪れたことがない、土地勘がない視覚障碍

者を対象に、頭の中で地図がイメージできるか、内容が理

解できるかを実験する。 

バーチャル散歩実験の準備として、モデルコースに沿っ

て、ビデオカメラで撮影することで環境音を記録した。実

験場所である研究室内では、実験用スピーカーからの環境

音を聞いてもらい、実際に現地にいるような疑似体験を行

う。音声 AR アプリを実装したスマートフォンを操作し、

実験者用スクリーンで地点を確認しながら音声案内を流す。 

5.2 実験概要 

本研究で行った実験の被験者は、視覚障碍者（全盲、弱

視）20名である（表3）。実験後、ヒアリングによって被験

者の評価やコメント、要望を把握する。 

所要時間はバーチャル散歩に約 1 時間、その後のヒアリ

ングを含め約1時間30分である。 

バーチャル散歩してもらったモデルコースは 3 コースで

あり、表4に特徴をまとめた。 

6.実験結果 

6.1お店情報に関する知見 

お店情報に関するコメントとして、「お店情報を聞いて、

入りたいと思った。」、「観光地にあると便利だと思う。」な

どの意見が多く、道草案内の一つとして機能すると考えら

れる。 

お店情報に求める内容として、入り口前の情報（マット

有無、ドアの開き方）、店内の情報（値段、雰囲気、BGMの

有無）、お店の基本情報（定休日、電話番号）が挙げられる。 

また、「学生に人気がある」というメッセージから、店内

の情報である値段、雰囲気を感じ取ることができるとの被

験者評価を得た。情報量が多くなり過ぎないように、お店

情報の内容を取捨選択するとともに、お店情報の内容の表

現方法を工夫することが必要である。 

表2 フィールド調査概要 

調査日 主な概要 

8/30 a)被験者の現状を把握・ことば地図の範囲決定 

11/2 b)GPS登録・ことばの地図情報収集 

11/26 b)GPS登録・音声確認 

12/8 a)被験者に音声案内を聞かせ、ヒアリング 

12/27 b)ビデオ撮影（環境音） 

表3 バーチャル散歩実験概要 

 実験 

実験日 2018/1/11～1/27 

被験者 20名 (全盲14,弱視6） 

表4 モデルコースの特徴 

コース 特徴 

1 川沿いの緑地、遊歩道などの自然豊かなルート 

2 バス通り沿いの商店街などで歩きやすいルート 

3 出町柳駅前のお店が立ち並ぶルート 

6.2バーチャル散歩実験に関する知見 

バーチャル散歩実験の長所として、「実際に歩いていない

ため、安心して聞ける。」、「音声案内をきちんと聞くことが

できる。」などが、短所としては、「本当に歩けるか不安であ

る。」、「バーチャルではイメージするのが大変。」という意

見が得られた。現地での実用性を確かめるには不十分であ

るが、音声案内の内容を改善・改良していくことには向い

ていると考えられる。 

本実験で使用した環境音については、「川の音と車の音の

区別がしにくい。」、「実際とビデオの環境音の違いはあるが、

臨場感は伝わる。」などの意見から、環境音は周りの環境を

知る手がかりになるが、リアリティさは現段階では薄いこ

とが分かったため、実際音に近づけること（ノイズ音の改

善、サラウンドに音声を流す）を検討する必要がある。 

7．今後の課題 

お店が立ち並ぶ時に、晴眼者が周辺のお店を見渡して決

めているように、お店の数や密集度合いがわかるように「お

店情報」の改良を図っていく。また、バーチャル散歩実験に

より、国内だけでなく海外のことばの地図を作成すること

が可能になったことから、擬似外国旅行体験ツールとして

の展開も図っていきたい。 
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